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埼玉県の人口動態概況（概数）について 
これは、厚生労働省が平成２４年１月から平成２４年１２月までの人口動態調査票を集

計したものを年計として公表するものです。 
 また、期間中に以下のとおり市制施行がありましたが、この概況においては、平成２４

年１２月末日現在の市区町村名で集計しました。 
 
     平成２４年１０月 １日 白岡町 → 白岡市 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 



＜二次保健医療圏及び保健所＞ 
 この概況では以下の二次保健医療圏及び保健所で集計しました。 
 

 
 



 
＜比率の解説＞ 

件 数 
出生・死亡・婚姻・離婚の率＝───────×1,000 

人 口 
※ 死因別死亡率については、×100,000 

 
乳児（生後１年未満）死亡数 

乳児死亡率   ＝───────────────×1,000 
出生数 

 
新生児（生後４週未満）死亡数 

新生児死亡率  ＝────────────────×1,000 
出生数 

 
自然増減数（出生数－死亡数） 

自然増減率   ＝────────────────×1,000 
人 口 

 
死産数 

死産率     ＝──────────────×1,000 
出産数（出生数＋死産数） 

 
後期(妊娠満 22 週以後)死産数＋早期新生児(生後１週未満)死亡数 

周産期死亡率  ＝────────────────────────×1,000 
出産数（出生数＋後期死産数） 

 
┌母の年齢階級別出生数┐  15 歳～49 歳までの合計 

合計特殊出生率 ＝ │──────────│ 
└ 年齢階級別女子人口 ┘  （５歳階級で算出） 

 
 
＜比率算出に用いた人口＞ 
○全国、埼玉県の人口 
「平成 24 年人口動態統計（確定数）の概況（厚生労働省）」による 
都道府県・男女別人口（日本人人口） 

○さいたま市保健所管内の人口 
「平成 24 年人口動態統計（確定数）の概況（厚生労働省）」による 
21 大都市人口・男女別人口（総人口） 

○市区町村の人口 
埼玉県総務部統計課「平成 24 年 10 月 1 日現在推計人口（総人口）」 

統計表の表章記号 
－           計数のない場合 
…           計数不明の場合又は計数を表章することが不適切な場合 
・           統計項目のあり得ない場合 
０．０         数値が微少（0.05 未満）の場合 
△又は－（マイナス）  減を表す場合 



1 
 

１ 人口動態の概況（平成２４年１月～１２月） 
 
（１）出生数＜減少＞ 

 出生数は56,943人で前年に比べ1,116人減少し、出生率は人口千人に対し8.0で、前年

と比べ0.2ポイント低下した。 
（２）死亡数＜増加＞ 

  死亡数は59,137人で前年に比べ1,467人増加し、死亡率は人口千人に対し8.3で、前年

と比べ0.2ポイント上昇した。 
（３）乳児死亡数＜増加＞ 

  乳児死亡数は114人で前年に比べ5人増加し、乳児死亡率は出生千人に対し2.0で、前

年と比べ0.1ポイント増加した。 
（４）自然増減数＜減少＞ 

  自然増減数は△2,194人で前年に比べ2,583人減少し、自然増減率は人口千人に対し

△0.3で、前年と比べ0.4ポイント低下した。 
（５）死産数＜減少＞ 

  死産数は1,390胎で前年に比べ3胎減少し、死産率は出産(出生＋死産)千人(胎)に対し、

23.8で、前年と比べ0.4ポイント上昇した。 
（６）周産期死亡数＜減少＞ 

  周産期死亡数は249人(胎)で前年に比べ6人(胎)減少し、周産期死亡率は出産千人(胎)
に対し4.4で、前年と同率であった。 

（７）婚姻件数＜増加＞ 
  婚姻件数は36,776件で前年に比べ549件増加し、婚姻率は人口千人に対し5.2で、前

年に比べ0.1ポイント上昇した。 
（８）離婚件数＜減少＞ 

  離婚件数は13,434件で前年に比べ113件減少し、離婚率は人口千人に対し1.89で、前

年に比べ0.01ポイント低下した。 
 

表－１ 人口動態の概況（対前年比較） 
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